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中学校特別活動

１ 教育課程の改善のポイント

○各内容の目標やねらいを明確にした年間指導計画の作成と実施

・よりよい人間関係を形成する力の育成

・集団や社会に参画する力、自治的能力の育成

・人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力の育成

○生徒の発達の段階や課題に即した自主的、実践的な活動の充実

・よりよい生活を築くための諸活動の充実

・小学校における特別活動との接続と発展

・異年齢集団活動や地域等における教育活動の充実

○他の教育活動との有機的な関連を図った特別活動の全体計画の作成と実施

・各教科、道徳及び総合的な学習の時間などの指導との関連

○体験活動を通した全人的な人間形成

○話合いや発表活動を通した言語活動の充実

２ 全面実施に向けて取組が求められること

(1) 全教師による特別活動の推進

ア 自校の特別活動の全体計画及び各活動・学校行事の年間計画について全教師で共通理解し

ましょう。

・全教師が自校の特別活動のその年度の重点目標や、特色を説明できることが大切です。特

別活動は学級活動、生徒会活動、学校行事に対してすべての教師が積極的にかかわらなけ

れば成果をあげられないものです。

イ ３年間のストーリーをデザインしましょう。

・入学から卒業までにどのような集団活動・体験を経験させるのか、どの学年で何を重点化

して行うのかという視点を大切にしましょう。

(2) 目標に「人間関係」が加わったことを踏まえた指導の工夫

ア 各活動・学校行事の目標にも「人間関係」が示されたことを受けて、以下のような観

点からそれぞれの活動内容を見直すとともに、内容相互の関連を図りましょう。

・学級活動

学級経営の充実に、学級活動を効果的にいかしましょう。

例えば、４月～７月を「安心・居場所作り」（役割・所属意識）、８月～１２月を「仲

間・つながりづくり」（人間関係・協力）、１月～３月を「きずな自信づくり」（承認と自

信）のように、一年間の学級集団づくりと関連させましょう。そして、生徒が心理的に安

定して帰属できる「心の居場所」としての学級集団づくりを進めましょう。
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学級活動(1)と学級活動(2)(3)の内容の特質に応じた指導を学校全体で行いましょう。

基本的には、学級活動(1)「学級や学校の生活づくり」は「集団討議による集団目標の

集団決定」を、学級活動(2)「適応と成長及び健康安全」や(3)「学業と進路」は、「集団

思考による個人目標の自己決定」を確実に行うことが重要です（何も決めなければ実行も

振り返りもありません）。特に「自己決定」は、生徒一人一人が「いつ、どこで、何を、

どのように努力するのか」等を具体的に決めることが大切です。

学級活動(1)では、話合いによって「折り合うこと」を実感させましょう。生徒たちに、

「学級活動での話合いは、一人でも多くの人が納得したり一人でも多くの人の考えが生か

されて答えを見付ける時間である」という認識をもたせましょう。

学級活動(2)「適応と成長及び健康安全」の指導において、構成的グループエンカウン

ターやソーシャルスキルなどの取組との関連を図る場合は、それぞれの考え方や一連のプ

ロセスをそのまま取り入れるのではなく、学級活動(2)の指導の特質を踏まえて効果的に

取り入れましょう。

(例）活 動 の 開 始（学級内や自分自身にどのような人間関係上の課題があるのかを理

解する）

活 動 の 展 開（新しい考え方や手法を効果的に取り入れつつ、人間関係を築くこ

との大切や必要性を実感できるようにする）

活動のまとめ（よりよい人間関係を築くために、実際に、いつ、どこで、どのよ

うなことに取り組むのかを自己決定する）

※単なる感想に終わらない。

一単位時間の展開の過程については、なるべく生徒の司会によって進行するようにし、

取り扱う題材の内容によっては、別に議長を設けるようにするとともに、司会や議長につ

いては、すべての生徒が経験できるように配慮しましょう。

・生徒会活動

５項目「生徒会の計画や運営」「異年齢集団による交流」「生徒の諸活動についての連

絡調整」「合教行事への協力」「ボランティア活動」はすべての学年で行いましょう。

生徒一人一人に望ましい人間関係形成能力が求められていることを受け、生徒会活動に

おいても学校内外における異年齢集団活動を積極的に行いましょう。

特に、生徒一人一人が何らかの役割をもち、自己の責任や判断に基づいて仕事を遂行し、

充実感や存在感、そして自己有用感を味わえるように指導しましょう。

生徒会活動で学校全体の人間関係の課題（いじめや暴力等）をテーマにして、自治的活

動の範囲でその予防的な活動に取り組ませることも考えられます。例えば、児童会と生徒

会が合同でサミットのようなものを開催し、「いじめ防止」等をテーマに意見交換したり

することも考えられます。

・学校行事

指導要領で示された５つの内容（「儀式的行事」「文化的行事」「健康安全・体育的行事」

「旅行・集団宿泊的行事」「勤労生産・奉仕的行事」）は、すべての学年で取り組むこと

が必要です。
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異年齢集団による交流、幼児、小学生、高齢者、障害のある人々などとの触れ合いが充

実するように計画・実施しましょう。

例えば、職場体験は、「楽しかった」で終わるのではなく、「自分にはもっと勉強が必

要だ」等の感想がもてるように、一定期間（例えば５日程度）にわたって行うことが望ま

れます。

(3) 目標に「人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力」が加わったこ

とを踏まえた指導の工夫

ア 特に意識したい道徳の内容項目を見定めて集団活動を行いましょう。

イ 様々な集団活動を実践した後、生徒たちに自分の言葉で振り返りをさせ、成長を実感

させましょう。

(4) その他

ア 特別活動における集団活動が集団にとっても、個人にとっても望ましいものになるよ

うにしましょう。

・集団活動の後、子どもたち一人一人が「自分も役だった、貢献できた」という主観（自

己有用感）と、「以前よりも自分にとって学級が居やすい場になった、楽しくなった」

という主観（安定感）をもてているかという観点から指導を振り返りましょう。

【参考資料】

○特別活動の全体計画（小学校の例）【資料１】

○特別活動の全体計画（中学校の例）【資料２】

○学級における学級活動年間指導計画例（中学校）【資料３】



【 資料１ 】 特 別 活 動 全 体 計 画 例（小学校）

学 校 の 教 育 目 標

○ な か よ く

○ か し こ く

○ た く ま し く

・学校の実態

・児童の実態

・保護者の願い

・地域や社会の願い

・校内研究（研修）テーマ

・日本国憲法
・教育基本法
・学習指導要領
・「群馬県教育振興基本計画」及び「学

校教育の指針」
・市町村教育行政方針

特 別 活 動
◎今年度の重点目標

・集団の一員としてよりよい生活を築こうとする自治的な話
合いの力を育てる。

・相手の立場を理解し、認め合うことを基本として、望ましい
人間関係を育てる。

○低学年の目標「
○中学年の目標「
○高学年の目標「

※重点目標については、毎年見

直し、改善を図りましょう

道 徳

道徳的実践

の指導の充

実 。 特 に

～

総合的な学習
の時間
自校の目標

「自然環境とそ

こに生きる人々

とのかかわりに

ついての探究的

な学習をとおし

て、～ 」

学
年
・
学
級
経
営

生

徒

指

導

各教科及び

外国語活動

全教科等に

おける言語

活動の充実

日常生活の中で
の教育活動
・朝の会
・帰りの会
・当番活動
(日直、清掃等)

・異年齢活動
・給食指導
・教育相談

学 級 活 動
目標「学級活動を通して、望ましい人間関係を形

成し、集団の一員として学級や学校におけるより

よい生活づくりに参画し、諸問題を解決しようと

する自主的、実践的な態度や健全な生活態度を育

てる。」

【第１学年及び第２学年】

・仲良く助け合い学級生活を楽しくする～

【第３学年及び第４学年】

・協力し合って楽しい学級生活をつくる～

【第５学年及び第６学年】

・信頼し支え合って楽しく豊かな学級や学校の生

活をつくるとともに～

◎指導方針
自らよりよい生活を築くために合意形成

をする話合い活動や自分たちでルールを作
って守る活動、自己有用感を高める活動を
重視する。

児 童 会 活 動
目標「児童会活動を通して、望

ましい人間関係を形成し、集
団の一員としてよりよい学校
生活づくりに参画し、協力し
て諸問題を解決しようとする
自主的、実践的な態度を育て
る。」

学校の全児童をもって組織す
る児童会において学校生活の充
実と向上を図る活動を行う
（１）児童会の計画や運営

（２）異年齢集団による交流

（３）学校行事への協力

◎指導方針
よりよい学校生活を主体

的に築くための話合い活動
や、集団への寄与など自治
的能力の育成を重視する。

ク ラ ブ 活 動
目標「クラブ活動を通して、

望ましい人間関係を形成
し、集団の一員としてより
よいクラブづくりに参画し
ようとする自主的、実践的
な態度を育てる。」

学年や学級の組織を離れ第
４学年以上の同行の児童をも
って組織するクラブにおいて
異年齢集団の交流を深め、共
通の趣味・関心を追求する。
（１）クラブの計画や運営

（２）クラブを楽しむ活動

（３）クラブの成果の発表

◎指導方針
個性を伸長し、楽しい学

校生活や人間関係を築く力
の育成を重視する。

学 校 行 事
目標「学校行事を通して、望まし
い人間関係を形成し、集団への

所属感や連帯感を深め、公共の
精神を養い、協力してよりよい
学校生活を築こうとする。」

全校又は学年を単位として、学
校生活に秩序と変化を与え、学校

生活の充実と発展に資する体験的
な活動を行う。
（１）儀式的行事

（２）文化的行事

（３）健康安全・体育的行事

（４）遠足・集団宿泊的行事

（５）勤労生産・奉仕的行事

◎指導方針
学校への所属感や連帯感を

深め、協同の意義、自然や文化

の大切さを実感できる体験活動
を重視する。

【共通事項】

（１）学級や学校の生活づくり
ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決
イ 学級内の組織づくりや仕事の役割分担
ウ 学校における多様な集団の生活の向上

（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全
ア 希望や目標をもって生きる態度の育成
イ 基本的な生活習慣の形成
ウ 望ましい人間関係の形成
エ 清掃などの当番活動の役割と働くこと

の意義の理解
オ 学校図書館の利用
カ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成
キ 学校給食と望ましい食習慣の形成

○計画委員会（3年生以上）は輪番制とし、全
児童がその仕事を経験できるようにする。

○係活動や集会活動は児童の発達段階を考慮し
て組織する。

○学級担任が中心となって指導するが、必要に
応じて養護教諭、栄養教諭、司書教諭、学校
支援センターとの連携を図る。

○共通事項を関連付けたり、統合したりする。

※実施時数
学年 １ ２ ３ ４ ５ ６
(1) 24 26 28 28 28 28
(2) 10 9 7 7 7 7
計 34 35 35 35 35 35

※ 下の 10項目はすべての学年で指導
【代表委員会】１１時間
・４年生以上の各学級代表男女各

１名、各委員会代表で組織。必

要に応じてクラブ活動代表、縦

割り班長等が参加。

・毎月第○金曜日６校時に定例実

施、臨時的にも行う。

【委員会活動】１１時間
・５，６年全児童で組織。

・通年で所属する。

・毎月第１木曜日６校時を定例活

動、その他常時活動。

・委員長、副委員長、記録を互選。

（委員会名）

・図書、体育、保健、飼育、園芸、

集会、給食、放送

【児童会集会活動】６時間
・児童会主催で行う集会活動で、

年３回実施する。

「一年生を迎える会」

「○○小フェスティバル」

「六年生を送る会」

・短時間集会（運動会スローガン

発表等）実施する。

※実施時数
１ ２ ３ ４ ５ ６

委員会活動 0 0 0 0 11 11
児童会集会 6 6 6 6 6 6

計 6 6 6 6 17 17

【組織】

・第４学年以上の全児童に

よって組織

・毎週木曜日（第１を除く）

６校時に行う。

・全教師で分担、指導する。

・年度初めに組織、活動計

画について話し合い、決

定する。

・各学期の終わりに振り返

りを行い、次学期の活動

に生かす。

・学年末にクラブ見学（３

年生）とクラブ発表会を

行い、活動成果の発表の

場とするとともに、次年

度の所属の参考とする。

※実施時数 ２５時間

（クラブ名）

・料理、工作、器楽、科学、

囲碁将棋、サッカー、バ

スケット、水泳陸上、卓

球、バドミントン

（１）儀式的行事

・入学式、始業式、離退任式、

終業式、卒業式（予行含む）、

修了式

（２）文化的行事

・音楽鑑賞教室、演劇鑑賞会、

学習発表会、校内音楽会、伝統

文化鑑賞会

（３）健康安全・体育的行事

・運動会、健康診断、避難訓

練、交通安全教室、防犯教室

（４）遠足・集団宿泊的行事

・遠足、林間学校、臨海学校、

修学旅行

（５）勤労生産・奉仕的行事

・大掃除、収穫祭、ボランテ

ィア清掃、プール清掃

※実施時数

儀 文 健 遠 勤

１年 3 4 21 5 5

２年 3 2 21 6 6

３年 3 2 21 6 6

４年 9 2 20 8 6

５年 9 5 20 12 6

６年 10 6 20 18 6

評価対象 ・指導計画、指導方法及び展開の過程 ・集団の変容 ・個人の変容

評価方法 ・児童自身の自己評価 ・集団の成員相互による評価 ・教師による評価等

※学級経営の充実に学級活動を据えましょう

※5つの学校行事は全学年で

実施するように計画します

※ 生 徒 指 導 の 機 能 を い か し ま し ょ う

※(1)(2)に配当する時間

は、学年が上がるにつ

れて(1)の時数が多くな

るようにします。



【 資料２ 】 特 別 活 動 全 体 計 画 例（中学校）

第１学年
集団活動を通して、学校生活に慣

れ、協力して物事に取り組む喜び
を味わわせながら、積極的に活動
できる意欲をはぐくむ。

第２学年
集 団 活 動 の 意 義 を 十 分 に 理 解 し

て、社会貢献の精神をもって、集
団生活を高める活動を創り出すこ
とができるようにする。

第３学年
集団活動を通して、自己の能力を

発揮し、学級や学校、地域に貢献し
ながら、自己実現のための進路を切
り開くことができるようにする。

学 校 の 教 育 目 標

○ 学び続ける生徒

○ 人の大切にする心をもつ生徒

○ 体を鍛える生徒

・学校の実態

・生徒の実態

・保護者の願い

・地域や社会の願い

・校内研究（研修）テーマ

・日本国憲法
・教育基本法
・学習指導要領
・「群馬県教育振興基本計画」及び「学

校教育の指針」
・市町村教育行政方針

特 別 活 動
◎今年度の重点目標
・学級生活を大切にしながら、よりよい学校生活を築き上げる生

徒集団を育成すること
・集団や社会の一員として他のために力を尽くそうとＳる社会貢

献の精神を養うこと
・生徒の自主的、実践的な活動を通して、地域に誇れる学校行事

を築き上げること
※重点目標については、毎年見直しましょう

道 徳
道徳的実践の

指導の充実。

特に集団や社

会の一員とし

て皆のために

進んで働こう

とする社会貢

献精神の涵養

総合的な学習

の時間

本校の「働

くことと生き

ること」との

有機的な関連

を図る。

学
年
・
学
級
経
営

生

徒

指

導

各教科

全教科等にお

ける言語活動

の充実

日常生活の中で
の教育活動
・朝学活
・帰学活
・当番活動
(日直、清掃等)

・異年齢活動
・給食指導
・教育相談

※ 学 級 経 営 の 充 実 に 学 級 活 動 を 据 え ま し ょ う

各学年の指導の重点

学 級 活 動 生 徒 会 活 動 学 校 行 事

１ 望ましい人間関係づくりを通して、よりよい １ よりよい学校生活づくりを通して、 １ 職場体験等を通して、社会貢献や公共
重 学級生活を築き上げようとする意欲を高める。 自発的、自治的な能力を高める。 の精神を養う。
点 ２ 話合い活動を通して、望ましい集団決定や自 ２ ボランティア活動等の社会参加を ２ 伝統的な学校行事に積極的に取り組み
目 己決定をし、実践に取り組む態度を育てる。 通して、社会貢献の精神をはぐくむ。 ながら「感動」をキーワードに集団への
標 ３ 人間としての生き方についての自覚を深め、 ３ 全校生徒が生徒会役員としての自 所属感や連帯感を深める。

自己を生かす能力を養う。 覚をもち、よりよい校風づくりに尽
力できる態度を養う。

【内容】 【内容】 【内容】
（１）学級や学校の生活づくり （１）生徒会の計画や運営 （１）儀式的行事

活 ア、イ、ウ ア、イ、ウ、エ、オ 始業式、入学式、離退任式、終業式、卒業
動 （２）適応と成長及び健康安全 ※重点はア、エとする 式、修了式
の ア、イ、ウ、エ、オ、カ、キ、ク、ケ （２）異年生集団による交流 （２）文化的行事
内 （３）学業と進路 (5)と関連して、地域の高齢者介護施 新入生歓迎会、合唱祭、○○講演会、３年
容 ア、イ、ウ、エ、オ 設でのボランティア活動、ＰＴＡとの 生を送る会、芸術鑑賞会、伝統芸能鑑賞会

◎第１学年の指導の重点 資源回収、地域清掃等 （３）健康安全・体育的行事
（１）ア（学級や学校における生活上の諸問題の解決） （３）生徒の諸活動について連絡調整 薬物乱用防止教室、交通安全教室、持久走
（２）オ（望ましい人間関係の確立） 部活動で使用する施設設備、活動時間 大会、身体測定、健康診断、避難訓練、球
（３）ア（学ぶことと働くことの意義の理解） の調整等 技大会、体育祭

※（２）のエとクは統合、（３）アは総合的な学習 （４）学校行事への協力 （４）旅行・集団宿泊的行事
の時間と関連させる。 新入生歓迎会、３年生を送る会の企画 校外学習、尾瀬学校、修学旅行

※道徳の授業との有機的関連を図った活動計画を作 運営、地域の方々への学校行事招待状 （５）勤労生産・奉仕的行事
成する。 発送、体育祭の生徒会種目の企画 職場体験、資源回収、ボランティア活動

◎第２学年の指導の重点 （以下、略） （５）ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動などの社会参加 ◎体育祭、合唱祭は地域に誇れるような
総合的な学習の時間との連携 行事となるように重点を置く。

◎第３学年の指導の重点 （以下、略） ◎委員会毎に特色ある活動を企画実施 ◎職場体験は総合的な学習の時間と連携

・道徳的実践の指導の充実、総合的な学習の時間 ・異年齢集団によるボランティア活動 ・総合的な学習の時間「働くことと生きる
自 「働くことと生きること」との関連を明確にした （中学校区内の小学校の児童会と連 こと」、道徳の授業と関連付けた職場体験
校 年間指導計画 携して実施する） 活動（５日間実施）
の ・人間関係づくりをねらいとする社会的スキル指 ・新入生歓迎会、部活動紹介、出身小 ・プロの演奏家を招聘する芸術鑑賞会
特 導等をスクールカウンセラーを活用しながら計 学校母校訪問等、児童会と連携して ・体験したこと等を発表することによる言
色 画的に実施 中 1 ギャップ対策を行う。 語活動の充実

・中学校非行防止プログラム実施による問題行動 ・一人一人の生徒が自己有用感をもてる活
等の未然防止に努める 動を意図的に取り入れる。

時数配当（例） 時数配当（例） 時数配当
内容(1) 内容(2) 内容(3) 計 １年生 １８ ２年生 １８ ３年 ２１ (1) (2) (3) (4) (5) 計

１年生 18時間 12時間 5時間 35時間 １年生 45
２年生 10時間 15時間 10時間 35時間 ※内容（２）の地域高齢者介護施設で ２年生 48

時 ３年生 10時間 10時間 15時間 35時間 のボランティア活動の「ボランティ ３年生 70
間 ア学習」の時間は、探究的な学習と
・ ※自発的、自治的な活動の重視 して総合的な学習の時間に充てる。 ※職場体験活動は２年生で実施。事前学習
組 ※学級活動委員に関して、司会や議長はなるべ ※生徒総会は年２回実施する。生徒評 と事後発表会は総合的な学習の時間とし
織 くすべての生徒が経験できるようにする。 議会、各種委員会は月１回第２木曜 て実施する。

※１学年は「中１ギャップ」解消に向けて人間関 日６校時を定例とする。 ※全校行事の指導者は全教師が協力して計
係づくり、ガイダンスの時間を多くとる。 ※生徒会役員会は、生徒評議会、各種 画、実施。学年行事は該当学年の教師が

※３学年は、進路指導の時間を多くとる。 委員会の定例会とは同日開催。 中心となる。
※朝学活、帰学活での話合いは時数には数えない。 ※指導者は全教師。

・事前指導から事後活動までの過程で、生徒の ※適宜、生徒会役員会や各種委員会が ・事後の感想文や発表会で、活動の成果と
評 変容を促す手立てを講じる。 全校生徒対象にアンケート調査を行 課題を生徒が相互評価する。
価 ・集団決定や自己決定した内容の実践の成果と課 い、活動の見直しと改善を図る。 ・担当者が教師対象に企画から事後の事務
と 題を自己評価や相互評価、教師による観察等で 処理に至るまでについてアンケート調査
改 評価し、よりよい実践につなげる。 をし、次の取組に生かす。
善 ・学期末、年度末の学校評価の評価項目に、特別活動の重点目標、各学年の指導の重点について記載し、全教師、保護者対象のアンケー

トを行い、評価結果を分析し、次年度の計画づくり、取組内容の充実に生かす。

※ 内 容 の 17項 目 は
全 学 年 で 指 導 し ま す

※ ５ つ の 学 校 行 事 は 全
学 年 で 実 施 し ま す

※ 生 徒 指 導 の 機 能 を 活 か し ま し ょ う
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【資料３】

【学校教育目標】

【学年教育目標】

【学級教育目標】

〔学級の名前〕

（１）学級や学校の生活づくり【○○時間】

１月

２月

３月

仲
間
意
識
を
高
め
る
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間
関
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信
頼
し
合
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う
関
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を
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９月

１０月

１１月

１２月

【育てたい力】

４月

５月

６月

７月

学級目標を決めよう

時数 月 段階

○中学校 第○学年○組 学級活動 年間指導計画（例）

（男子○○名、女子○○名）

１学期の係を決めよう

始業式、離退任式

新入生歓迎会

予想される議題（主な活動）

各教科、特別活動の
各活動との関連事項

朝・帰りの会等

・自己紹介
・自分のめあて
・当番活動について
・ソーシャルスキル
（挨拶アラカルト）

（２）適応と成長及び健康安全 【○○時間】

題材名（指導内容）

食べ方と暮らし方の工夫で健康に

○年生になって

題材名（指導内容）

（３）学業と進路 【○○時間】

学級づくりに学級活動の時
間をいかしましょう。ここで
は3段階に設定しましたが、
学校の実態に応じて、2学
期制や4期制に対応させる
こともできます。

（２）には９つの項目（ア～ケ）がありますが、それらは全学年で取り組むことが
必要です。 ただ、9つの項目をそれぞれ一時間ずつ配当するのではなく、複数
の項目を統合して指導することも必要です。
例えば、７月に「充実した夏休み」という題材で指導する際、（２）ウ「社会の一

員としての自覚と責任」や（３）イ「自主的な学習態度の形成と学校図書館の利
用」を関連付けて指導すること等です。
また、（２）に充てる時数も明確にしましょう。

（１）には３つの項目（ア～ウ）
があり、いずれの学年におい
ても取り組みます。また、（１）
に充てる時数をなるべく多くな
るようにしましょう。

この蘭には、（１）の項
目ア、イ、ウのうちのど
れかを記入し、内容を明
確にします。

ここに、（２）の項目９つのうち、
どれにあたるのか記入します。
このことで、９つの共通項目が計
画的に実施されているかを確認
できます

（３）には、５つの項目（ア
～オ）があり、それらをす
べての学年で指導しま
す。
また、（３）に充てる時数

も明確にしましょう。
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